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はじめに (図 1)

中野北遺跡は、富田林市の北部にある栗ケ池 と

その西側に広がる弥生時代から中世にかけての遺

跡です。富田林市の中央を南北に流れる石川の西

岸には多 くの遺跡があ ります。中野北遺跡 もその

1つ で、周辺には遺跡の北側を桜井遺跡に、南側

を中野遺跡に接 しています。これまでの調査では

奈良時代から中世にかけての建物跡や井戸が見つ

図 1 調査地位置図
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かっています。

今回は、遺跡の北側 を通る府道美原太子線に面

した地点での調査で、申請者の小田治良吉氏の協

力を得て、擁壁が造 られる調査地の南北の縁の部

分について、合計 3ヶ 所の調査区を設定 して調査

を行いました。

層序

調査前は耕作地で、現在の耕作上の下に耕作面

がもう 1面あることが分か りました。この古い耕

作面は調査地の中央に広がっています。これはも

との地形が中央で低 く、地形に沿って耕作地を 2

段にしたためと考えられます。遺構はすべて現況

から0.3～ 0.4m下 の地山で検出されました。

遺構と遺物

今回の調査では落ち込み 2、 溝 8、 掘立柱建物

1、 土坑、ピットが見つか りました。遺構は大 き

く4つの時期に分けることができます。

第 1期 は 7世紀代 と考えられ、この時期の遺構

には落ち込み 1があ ります。深さは約0.3mあ り、

第1調査区中央で西側の肩が、第 3調査区中央で東

側の肩が確認できました。また第 2調査区や第 3

調査区の西側では、新 しい時期の遺構に一部削平

されているものの、落ち込み 1と 同じ埋上が断面

で確認でき、このことから落ち込みは調査地の中

央に広がるものと考えられます。埋土から土師器

の杯 (図 4-1)や 羽釜が見つかつています。

第 2期 は12世紀前半 と考えられ、この時期の遺

構には第 3調査区の西側にある掘立柱建物や第 1

調査区中央の溝 1、 ピットがあります。

掘立柱建物は東西方向に4本の柱が並んでいる

状況が確認できました。東側については溝 3に よ

つて壊 されてお り、それ以上伸びるかどうかは確

認できませんで した。また南北 どちらに建物が伸

びるのかについても調査区の幅が狭 く分か りませ

んでした。柱穴は直径o.3～ 0.5mの ややいびつな円

形をしてお り、間隔は約 2mあ ります。柱の痕跡

などは確認できませんでした。

溝 1(図 2)は長さ1.5m、 幅0.3m、 深さ0.lmの

南北方向の溝です。溝の中からは、ほぼ完形の瓦

器椀が 2個 (図 4-2, 3)、 口縁を水平にし、高

さをそろえた状態で見つか りました。この瓦器椀

は溝の底面から浮いていますが、見つかった状態

から何 らかの理由で人為的に埋納 した可能性 も考

えられます。埋土からはこの他に土師器の皿 (図

4-4)が 見つかっています。

また、落ち込み 1の埋上の上から掘 られたピッ

トがあることから、この時期には落ち込み 1が埋

まっていたと分かります。

第 3期 は14世紀 と考えられ、この時期の遺構 と

しては第 2調査区で見つかった溝 4や 、第 3調査

区の東側で見つかつた溝 7、 ピットがあります。

溝 4は第 2調査区の大半を占める遺構で、深さ

は西側が約0.3mで あるのに対 し、東側約 5m分は

深さが0.8mと 深 くなっています。

溝 7は幅 5m、 深さ0.5mの溝で、まっすぐ南北に

伸びています。この滞の埋土が溝 4の深 くなる部

分の埋土 と同 じなので、溝 4の続 きと考えられ、

第 2調査区の辺 りで溝が西に大 きく広がるのか、

折れ曲がるようです。溝 7か らは瓦質土器の羽釜

(図 4-5)が 見つかつています。
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図 2 溝 1 平面 。断面図
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清 1 全景 (東 から)



第 2調査区全景 (西 から)
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匡蔓 第 1期 (7世紀後半 )

□ 第 2期 (12世紀前半)

鰯 第 3期 (14世 紀後半 )

「隠第4期 (第 3期以後)

第 1調査区全景 (西から)

溝 1

図 3 遺橋平面図
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第 3調査区溝 4(東 から)

第 2調査区

落ち込み

第 3調査区西半 (西から)
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第 4期 は、見つかった遺物が少なく、明確な時

期は分か りませんが、遺構の切 り合い関係から第3

期より新 しいことが分か ります。この時期の遺構

には第 2調査区の溝 5、 第 3調査区西側の溝 6、

第 3調査区東側の溝 8があります。

溝 5と 溝 8は ともに深さが約0。 lmと 浅 く、水が

流れた形跡 も見 られません。周辺に同じ時期の遺

構がないため、何のために造 られたかはよく分か

りません。

溝 6は幅約0.8mの東西方向の溝です。底の部分

に砂が溜まってお り、底面の傾斜から西から東に

流れる水路だつたようです。

まとめ

今回の調査では、飛鳥時代から中世にかけての

遺構が見つか りました。今回の調査地に隣接する

1992年度、1996年 度調査地においても同時期の遺

(5のみ)

図 4 遺物実測図

構が確認 されています。ただ、今回の調査ではこ

れらの調査地に比べると、大 きな溝などはあるも

のの、土坑やピットの密度が低 くなっています。

これは調査地の中央部が低 く、人々が窪地を避け

てその周辺に住んだためだと考えられます。

また、調査地東側では溝 4、 溝 7の ような幅の

広い溝が見つかつています。これらの溝は常に水

が流れていた様子は見 られません。ではなぜ造 ら

れたのでしょうか。

この溝が造 られた14世紀は、南北朝の争乱の時

期であ り、楠木正成などの南朝軍が千早城を中心

に活動 していました。富田林市内でも各地に砦や

陣地が造 られていました。調査地の近 くでも、こ

の時期に喜志城があつたと伝えられています。今

回見つかつた溝 も、そういった施設の濠だったの

かもしれません。
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所収遺物 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

中野北遺跡 集落跡 奈良時代～中世

落ち込み、溝

掘立柱建物

土坑、ピット

土師器、須恵器

黒色土器、瓦器

瓦質土器、瓦
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